
総合評価

多種多量の情報を把握し、迅速な判断を行う「指揮統制サイクルの優越」に資するため、意思決定迅速化に関する研究に取り組む
ことは妥当である。
指揮官等の意思決定の迅速化については、その特性を十分に考慮しつつ、先行研究の成果を十分活用するとともに、有識者から得
られた知見を取り入れることで、更なる研究の効率化が期待できることから、本事業に着手することは妥当であると判断する。

【事業の概要】
将来の複雑な戦闘様相に対応できるよう、指揮官等が、多種多量の情報を基に、迅速な判断を行うための意思決定迅速化技術
に関する技術を獲得する。

現状・課題
将来の複雑かつ高速に推移する戦闘様相に対応するためには、様々な状況が想定される各種事態に対処できるよう、平時より将来の
戦い方について案出するとともに、各種事態が発生した場合においては、指揮官等が、案出した戦い方を含め多種多量の
情報を把握し、迅速な判断を行う「指揮統制サイクルの優越」が必要である。

インプット
（資源）

アクティビティ
（事業内容）

研究目標等（初期）
アウトプット
（技術の確立）

アウトカム（成果目標）
インパクト

（我が国の防衛への効果）
技術の適用計画・運用構想

（中長期）
研究試作

早期装備化
試作段階から運用者
のニーズを取り入れる
等による研究開発期
間の短縮

年度 令和５ ６ ７ ８ ９
実
施
内
容

本事業（研究試作）

所内試験

＜研究開発実施線表＞

戦況推移等の事態データ
に関する分析結果の提
供について、運用の観点
から妥当性を確認する。

所内試験

その他

効率的な研究
・先行研究の成果を活
用することで設計期間
を短縮
・スパイラルによる設計
により、運用者のニーズ
に合致する成果を早期
に獲得

技術的課題の解明

事態データ作成技術
事態データ保全蓄積技術

技術の適用計画

本事業の成果を将来
の指揮統制システムに
反映

将来の運用構想
作戦計画等の作成を
支援する仕組みを構
築することにより、業務
の迅速化、省力化が
行われ、将来の複雑
かつ高速に推移する
戦闘様相に対応する
能力の向上が期待さ
れる。

試作段階から運用者の
ニーズを取り入れる等、
早期装備化に資する施
策を実施するほか、先行
事業の設計成果を活用
することにより効率化

総事業費
（予定）

約４３億円※
(４か年計画)
※所内試験のため
の試験研究費は
別途計上

等データ生成蓄積部

事態データ分析提供技術

各種見積の迅速化
作戦計画等の作成を
支援する仕組みを構
築することにより、意思
決定の迅速化を実現
する

主な関連（既着手）
事業

【遠距離目標類識別
技術の研究】
８億円

(R２年～R５年度)

【政策目標（大綱との関係）】
・技術基盤の強化
重要技術に対して選択と集中によ
る重点的な投資
【施策目標（中期防との関係）】
・技術基盤の強化
重要技術に対して重点的な投資
を行うことで、戦略的に重要な装
備・技術分野において技術的優越
を確保

ロジックモデル（意思決定迅速化技術の研究）


